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ＩＣＴは授業のあらゆる場面で使うことができますが、授業の目標を達成するためには、必要

な場面で効果的に活用することが大切です。１年間、１単位時間のすべてをＩＣＴを利用して授

業を行う必要はありません。利用するねらいを明確にして、授業の一部で、効果的に活用してい

くことが基本です。

障害のある児童生徒については、各教科等の指導でのＩＣＴ活用に配慮や工夫を行うことで、

指導の効果を高めることができます。

場面 教員によるＩＣＴ活用の例 児童生徒によるＩＣＴ活用の例

授 ○授業で使う教材や資料等を収 ○予習として調べたり情報を収集し

業 集する。 たりする。

準 ○授業に必要なプリントや提示 ○授業で使う資料を作成する。

備 資料を作成する。 ＩＣＴ活用の目的

○児童生徒の興味・関心を高め ○情報を収集する。

る。

○情報を選択する。

授 ○児童生徒一人ひとりに課題を

明確につかませる。 ○自分の考えを文章にまとめる。

○わかりやすく説明する。 ○調べたことを表や図にまとめる。

○児童生徒の思考や理解を深め ○分かりやすく発表する。

る。

○多様な表現をする。

○学習内容をまとめる。

業 ○知識の定着を図る。

○児童生徒の知識の定着を図

る。 ○技能の習熟を図る。

授 ○評価を充実させる。 ○復習（学習内容の確認）を行う。

業 ・学習の過程や成果の記録

後 ・学習状況の把握 ○授業内容を更に詳しく調べる。

等 ・成績管理

課題の提示

動機付け

教員の説明資料

児童生徒の説明資料

モデルの提示

失敗例の提示

体験の想起

体験の代行

比較

振り返り

繰り返しによる定着

＜ＩＣＴ機器等＞

・プロジェクタ ・大型ディスプレイ ・電子黒板

・実物投影機（ＯＨＣ） ・ＯＨＰ ・ビデオデッキ

・ＤＶＤプレイヤー ・インターネット ・デジタルテレビ放送

・コンピュータ ・ビデオカメラ ・デジタルカメラ

・テープレコーダー ・ＩＣレコーダー ・ＰＤＡ

・Ｗｅｂカメラ ・教科書準拠デジタルコンテンツ

・ソフトウェア（ワープロ、表計算、プレゼンテーション、教育用ソフトウェア等）

・ＣＤ－ＲＯＭ及びＤＶＤ等による教育用コンテンツ

・各種スイッチ・入力装置 ・ＶＯＣＡ

・音声読み上げソフトウェア ・ピンディスプレイ 等

※ゴシック体の機器は主に障害のある児童生徒の支援に利用する。
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